	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　１０月　１２日（木）

司会　藤原　英佳　　記録　村越　順子

	阿　部
	スバベイ
	西　山
	沢　田
	岩　藤
	藤　原

（英）
	滝　田
	工　藤
	紫　波
	荒木田

	公休
	〇
	〇
	深夜
	公休
	〇
	公休
	〇
	〇
	準夜

	本　田
	柳　澤
	川　井
	木　村
	加　藤
	小　舘
	熊　野
	鶴ヶ崎
	村　越
	番　地

	公休
	公休
	〇
	公休
	うみねこ幸房
	公休
	深夜
	欠勤
	○
	準夜

	久　保
	下　平
	田　村

（広）
	白　山
	
	
	
	
	
	

	準夜
	外来
	育休
	育休
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・準夜帯で看護日誌を打ち出す際は、書式の確認をしっかりと行う様お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～本日10：30～15：30まで御家族付き添いにてランチ・買い物目的の為外出されています。帰院時は、外出の様子を本人・御家族より確認していきましょう。また、疲労感や風邪症状についての観察・確認を行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・田野端　忠夫様～下腹部の急性湿疹が改善され、本日タベジール２Ｔ飲み切り中止となっています。今後も、湿疹状態の観察と確認（発赤、掻痒感、部位）をし、清潔保持の介入をしていきましょう。

・平　京子様～両膝の感染創が改善された為、アズクロ処置止めとなっています。今後も両膝の発赤、疼痛の有無の観察・確認を行っていきましょう。

・稲垣　恵利子様～右第一趾の発赤がみられている為、サワシリン４Ｃ　４×ndeが本日の昼から２日分処方となり、アズクロ処置開始となっています。部位の様子を確認し、改善されていなければ更に２日分同内容にて継続処方となります。部位の観察・確認を行いましょう。

・五日市　規様～右第一趾の指間に白癬悪化（浸出液、発赤）みられ、テラコートリル軟膏、ケルガー軟膏が処置開始となっています。１４日(土)に野沢Ｄｒへ経過を報告する事となっています。１４日のリーダーは電話にて情報提供し、指示の確認をして下さい。

・三上　勇様～昨日の準夜帯で、本人より「夕食に行った際に床に膝を打った。」と話され、右膝表皮剥離、発赤、腫脹がみられています。部位について「痛みはない。」と話され、歩行も問題ありません。診察時、アズクロ処置開始となっています。発赤・疼痛の有無の観察・確認を行っていきましょう。

＜注目患者様ケア状況＞

・小比類巻　昇様～昨日、今後（退院）の事について御家族と主治医で面談を行っています。現在は疾病教室を行っていますが本人は病識がなく、服薬については、「病院にいる時は飲むが、家に帰ってからは飲まない。」と話されています。今後、服薬の必要性を含めた、症状管理への援助が必要となります。担当スタッフは生活設定への介入を行っていきましょう。

・小坂　君子様～服薬自己管理について、本人は「以前に間違ったから不安です。」と話されています。外泊時は問題なく服用する事が出来ています。現在、疾病教室(基礎)を行っているので、終了後に評価し、再度服薬自己管理を検討する事とします。

・駒木　学様～昨日の問診時、ソワソワ感については「楽になった。」と話され、日課・プログラム支障なく行う事出来ています。作業でもアンデルセン（籠作り）を熱心に行っています。しかし、外出泊の件で御家族に電話がつながらない事でイライラ感がある様子伺えます。自身の疾病に対する認識が深められていない方ですので、不安・焦燥感・イライラ感・頭重感を含めた自身の状態について言語化を図りながら、疾病教室等を通し適切な対処方法について認識出来る様に関わっていきましょう。また、今後に向けて、担当スタッフは生活設定へのケアを検討していきましょう。

＜ＳＳＴセッション評価＞

〇グループごとに、青仁会ふれあい祭りのタイムスケジュール、患者様のメニュー確

認、祭りの際の注意点を説明しています。

・Ａグループ：金銭での購入の為、一人約５００円を持参し考えて購入する様、伝えると、理解を示しています。移動時の不明な点についても、積極的に挙手され確認する事が出来ています。

・Ｂグループ：現金での購入である事を説明に対し、船場幸子様は「千円札しかないのでおつりはどうなるのですか？」と同じ質問を何回もされています。田野端忠夫様は事前に決めたメニューを変更して欲しいと話されています。

・Ｃグループ：説明をしている際、何名か居眠りされており、スタッフの声掛け要しています。「分かった。」と返事をされていますが、質問をすると分からない様で何度も説明しています。

・Ｄグループ：現金での購入との事で、一人１５０円の額を設定しています。吉田富秋様は持ち金が少なく、「参加しない。」と話され、不機嫌になる事がありましたが、スタッフ介入にて残金１００円を持参し、参加する事としています。

＜食事サービス状況意見交換＞

〇食事について、誘導スタッフ・患者様より以下の意見が出ています。明日、15：00

～４Ｆユーティリティーで食事サービス委員会が行われます。（川井Ｃｗ）
・9/13　お粥が用意されていなかった。

・10/10　おかずの見本をおかずの前に置いた方が取りやすいのでは？

・10/2　小鉢に佃煮系がすでに持ってある時がある。

・10/4　副食の“がんもどきの盛り合わせ”で盛る個数が決まっているが、トレーの中に混ざっていた為、配膳するのにとても時間がかかった。野菜を種類別にトレーに入れて欲しいとの意見があった。

· 10/6　小鉢が汚れているので、ハイター浸けした方が良いと思う。


































